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2021年度事業計画

新島学園短期大学

概要

短大のステ ー クホルダ ー である学生や保護者が重視している「卒業後の進路を確かで豊

かなものにする」という目標は継続して設定・共有していくが、 それだけに留まらず、 キ

リスト教主義教育の理念に基づいて、 その後の人生をより良く生きるための基盤をつくる

ことのできる二年間、 すなわち本学での学生生活が「人生を支える二年間」となれるよう

な教育・支援活動を実践していく。

また、 18歳人口の減少と、 短期大学進学率の低下という厳しい環境の中で、 学生や社会

に価値を与えることのできる短期大学となるための新しい学びの形成や、 組織力向上、 地

域 ・ 社会との連携強化についても併せて取り組んでいく。 そしてこれらのことが学生の成

長につながり、 それが地域社会や更に広い範囲で認知、 評価されることで、 新島学園短期

大学が短期大学のブランド校としてのポジションを獲得できることを目指していく。

そのため、 以下の基本方針に基づいて2021年度の活動を実践していきたい。

＜伝統を守る＞

l. キリスト教精神を生かしたキャンパスライフ

・ 週1回のチャペルアワ ーの時間を学生が自己の人生を考える時間として位置づけ、 聖

書を題材としつつも、 学生のこれからの人生と関連付けられる要素を充実させていく

ことで、 学生のキリスト教に対する理解、 共感を図っていく。

• 新島短大のキリスト教教育について、 改めて考えるプロジェクトチー ムを編成し、 授

業の在り方や、 チャペルアワ ーの位置づけといったことを検討していく。 このことに

よって、 学生、 教職員がキリスト教による教育を、 自分事として捉えられるように図

っていく。

・授業やチャペルアワ ーだけでなく、日常のキャンパスライフにおいてキリスト教精神を

体感できるようなプログラムを検討し、 導入する。

・教職員が、 新島襄から受け継がれている建学の精神を学ぶ機会を定期的に設定する。

•学生に礼拝体験を促すなど地域教会等との連携を高め、キリスト教理解の機会を増やし

ていく。

•前期、 後期終了時に学生に対してアンケ ートを実施し、 チャペルアワ ーなどでのキリス

ト教との出会いについての感想等を確認し、 今後に生かしていく。








